
令和７年度

青梅市消防団

ポンプ操法訓練審査会

日時／令和７年 6月８日（日） AM8:00

会場／青 梅 市 交 通 公 園

主催／青 梅 市 ・ 青 梅 市 消 防 団



次 第

１ 開会式（8:00～）

(1) 開 会 の こ と ば

(2) 国 旗 掲 揚

(3) 団 長 あ い さ つ

(4) 管理者あいさつ

(5) 青梅消防署長あいさつ

(6) 優 勝 杯 返 還

(7) 来 賓 激 励

(8) 審 査 官 紹 介

(9) 選 手 宣 誓

２ 実 技（8:45～）

(1) 消防ポンプ車の部 ８隊（出場隊は２㌻参照）

(2) 小型動力ポンプの部 ８隊（出場隊は２㌻参照）

３ 清掃・表彰準備等（11:30～）

４ 閉会式（12:00～）

(1) 成 績 発 表

(2) 表 彰

(3) 講 評

(4) 国 旗 降 納

(5) 閉 会 の こ と ば
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１　消防ポンプ車の部 ８隊

出場
順位

開始予定
時 間

隊 名
タ イ ム

（第１線）
タ イ ム

（第２線）
成 績

1 8:45 第２分団
秒 秒

2 9:05 第４分団
秒 秒

3 9:25 第５分団
秒 秒

4 9:45 第８分団
秒 秒

10:05

5 10:10 第１分団
秒 秒

6 10:30 第６分団
秒 秒

7 10:50 第３分団
秒 秒

8 11:10 第７分団
秒 秒

２　小型動力ポンプの部 ８隊
出場
順位

開始予定
時 間

隊 名 成 績

1 8:45 第４分団
秒

2 9:05 第３分団
秒

3 9:25 第８分団
秒

4 9:45 第６分団
秒

10:05

5 10:10 第７分団
秒

6 10:30 第２分団
秒

7 10:50 第５分団
秒

8 11:10 第１分団
秒

出 場 隊 一 覧

休　　　　憩

タイム

休　　　　憩
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１消防ポンプ車の部 8隊
隊 名 番 号 階 級 部 氏 名 隊 名 番 号 階 級 部 氏 名

指揮者 班 長 5 柴 田 純 嘉 指揮者 班 長 1 清野那由多

１番員 班 長 5 田 邊 俊 輝 １番員 副 部 長 4 青 木 良 平

２番員 団 員 3 山 中 天 統 ２番員 団 員 1 乙 戸 秀 樹

３番員 団 員 3 伊 藤 裕 希 ３番員 団 員 1 久 保 峻 也

４番員 団 員 6 志 村 優 樹 ４番員 団 員 1 辻 竜 昌

指揮者 部 長 1 君 島 恭 平 指揮者 部 長 2 松 林 良 輝

１番員 副 部 長 6 青 木 郷 成 １番員 団 員 2 家 田 駿 弥

２番員 部 長 4 堀 口 友 希 ２番員 班 長 2 塩 野 哲 克

３番員 副 部 長 4 野 本 幸 彦 ３番員 副 部 長 2 内 藤 友 紀

４番員 班 長 6 小 山 雅 史 ４番員 班 長 2 朱 通 公 洋

指揮者 班 長 2 英 晃 史 郎 指揮者 班 長 4 遠 藤 巧

１番員 団 員 2 坂 本 大 地 １番員 班 長 4 並 木 竜 太

２番員 団 員 2 青 栁 徹 ２番員 副 部 長 1 真 柄 佳 明

３番員 班 長 3 斉 藤 健 一 ３番員 部 長 1 本 橋 拓 也

４番員 団 員 3 原 嶋 高 弘 ４番員 班 長 4 繁 昌 知 洋

指揮者 班 長 4 西 村 晃 指揮者 部 長 2 川 口 悠

１番員 班 長 1 松 﨑 孝 一 １番員 副 部 長 3 野 村 直 幸

２番員 副 部 長 1 小 林 修 理 ２番員 副 部 長 2 木 嵜 俊 光

３番員 副 部 長 4 佐 藤 亮 ３番員 部 長 1 内 村 清 一

４番員 班 長 2 松 井 慎 治 ４番員 副 部 長 4 木 﨑 惟

２小型動力ポンプの部 8隊

隊 名 番 号 階 級 部 氏 名 隊 名 番 号 階 級 部 氏 名

指揮者 部 長 3 鈴 木 行 成 指揮者 副 部 長 1 寺 本 淳

１番員 副 部 長 2 西 崎 悠 １番員 班 長 1 高 山 直 之

２番員 副 部 長 5 中 村 貴 博 ２番員 班 長 4 野 崎 智

３番員 班 長 2 宮 野 龍 ３番員 団 員 1 野 村 和 司

指揮者 班 長 2 牧 拓 也 指揮者 部 長 4 矢 﨑 裕 一

１番員 団 員 2 原 島 悠 １番員 班 長 2 越 沼 愼 生

２番員 団 員 3 森 田 浩 史 ２番員 団 員 2 新 堀 祐 生

３番員 団 員 3 茂 木 亮 輔 ３番員 班 長 4 佐久間修平

指揮者 団 員 2 清 水 宏 一 指揮者 部 長 1 政 木 拓 也

１番員 班 長 3 原 島 孝 宗 １番員 班 長 1 廣 瀬 隼 土

２番員 団 員 3 五十嵐真聖 ２番員 団 員 4 靱 矢 直 樹

３番員 団 員 3 安 達 結 人 ３番員 班 長 4 片 栁 貴 史

指揮者 部 長 4 赤 坂 宏 晃 指揮者 副 部 長 5 輪 千 拓 也

１番員 副 部 長 1 岩 本 純 一 １番員 団 員 2 濱 中 勇 人

２番員 部 長 1 島 田 健 史 ２番員 団 員 2 石 川 勇 翔

３番員 団 員 4 小 川 聡 志 ３番員 団 員 5 小 野 航 也

出場隊員名簿

1 第2分団 5 第1分団

2 第4分団 6 第6分団

3 第5分団 7 第3分団

4 第8分団 8 第7分団

1 第4分団 5 第7分団

2 第3分団 6 第2分団

3 第8分団 7 第5分団

4 第6分団 8 第1分団
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令和７年度青梅市消防団ポンプ操法訓練審査会実施要領

１ 目 的

消防団員の平素の訓練意欲と士気高揚に努め、火災防御の基本である操法

技能の向上および団員の自覚と資質の向上を図ることを目的とする。

２ 日 時

令和７年６月８日（日）午前８時

３ 場 所

青梅市交通公園 青梅市大門３丁目１４番地の３

４ 出場隊および進行予定

(1) 消防ポンプ車の部 ８隊（４隊、休憩、４隊）

(2) 小型動力ポンプの部 ８隊（４隊、休憩、４隊）

※小型動力ポンプ隊については、１隊目及び休憩後の最初の隊の開始時刻を、

当日進行予定表に記す。また、進行上生じた誤差は、休憩時間をもって修正

する。

５ 表 彰

表彰は、別紙のとおりとする。

６ 服装等

(1) 活動服、ヘルメット、編上靴、手袋とする。

(2) 各隊で用意するゼッケンを着用する。

(3) 手袋等は、色・物品を統一する事。（ヘルメットのライン・型式等階級に

よる差異は除く）

(4) ゼッケンの端末（左右端末）一箇所づつ及び筒先の背負い紐は一箇所で

あればテープ留めしても良い。

７ 資器材等

(1) 水 利

水利は丸形仮設水槽とする。

小型動力ポンプの部 消防ポンプ車の部

２ｍ３０ｃｍ ２ｍ００ｃｍ

３ｍ

水槽 水槽

(2) 吸管架台

小型動力ポンプ

ポンプ角（右後）を合

わせる。

ポンプ車

車両右側（２ｍ）をラ

イン表示。車両の前後

は各隊で調整する。

※時間短縮のために、

青梅市独自の規定に

より表示する。
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吸管架台は次のとおりとする。

約 280cm

約 80cm

ＧＬ

(3) 火点の標識

火点の標識は次のとおりとする。

◎ 消防ポンプ車の部（２ｔ車と４ｔ車では車幅が異なるので、第２線

延長の火点位置を５０cm 広くとる。）

火

おおむね 60ｍ

火

◎ 小型動力ポンプの部

火

おおむね 63ｍ

(4) ホース

ホースは国家検定合格品で、１本につき２０メートル以上のものとし、

青梅市からの支給ホース（上部大会用支給品除く）とする。（漏水のないも

の）

(5) 吸 管

小型動力ポンプの吸管止めはバンド（市販のもの）とし（小型動力ポン

プの吸管は６メートルのものを使用し、市販のもので加工していないもの）、

吸管に通常使用する以外に目印をつけることは禁止とする。

(6) 管そう

管そう筒先は可変式ノズルを使用し、操法開始前は完全に閉鎖しておくこと。
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(7) とび口

とび口は常置場所（積載枠）に確実に積載する。

(8) その他

各資器材（ポンプ（車）を含む）は操法実施上の目印となるような加工、

細工をしてはならない。

８ 操法実施要領

操法は、東京都消防訓練所が定めた「消防団員教育訓練指導必携」に基づ

き、「令和７年度青梅市消防団ポンプ操作訓練審査会実施要領」による。

(1) 出 場

係員の「出場」の合図により、指揮者は隊員をポンプ後方４メートルの

待機線の位置に整列させ、整列休めで待機させる。

なお、待機線、集合線は表示しない。また、操法開始位置での点検は手

直し程度とする。

(2) 審査員の合図

操法時における審査員の合図は次のとおりとする。

ア 「操法開始」 音声と白旗

イ 「第二線延長開始」 音声と白旗

ウ 「放水中止」 音声と赤旗

エ 「排水やめ」 音声

オ 「収納開始」 音声と赤旗

(3) 報告要領

ア 操法開始の報告

指揮者は、報告受領者に対し、次により行う。

審査総括の「操法開始」の合図により隊員を集合させ、「番号」をかけ、

報告受領者の手前５メートルの報告位置に停止し、「挙手注目」の敬礼を

行った後「第○分団、ただ今から消防操法を開始します。」と報告し、「挙

手注目」の敬礼を行い集合指揮位置へもどる。

イ 操法終了時の報告

指揮者は、点検報告を受けた後、報告受領者の手前５メートルに停止

し、「挙手注目」の敬礼を行った後「第○分団、消防操法を終了しました。」

と報告し、「挙手注目」の敬礼を行い集合指揮位置へもどる。

※ 操法指揮者（報告受領者）の位置については、待機線よりおおむね

２５メートルとする。

ウ 報告受領者は、次のとおりとする。

消防ポンプ車の部 当該分団分団長

小型動力ポンプの部 当該分団副分団長
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(4) 想 定

想定は次のとおりとする。

「火点は前方の標的、水利はポンプ（ポンプ車）右側後方水槽、手びろめ

による二重巻きホース、１線延長」

(5) 伝達要領

ポンプ（車）前２メートルの位置（停止）から伝達する。ただし、小型

動力ポンプ３番員、消防ポンプ車４番員が火点に向かって姿勢を正してい

る場合は、ポンプ（車）前１０メートル手前の位置（かけ足）から伝達出

来るものとする。

(6) 送水圧力

送水圧力は０．４Ｍｐａを超えないようにする。ただし、瞬間的に０.４

Ｍｐaを超えるのは減点しない。なお、筒先圧力は０．３Ｍｐａとする。

ホースの屈曲、折れ曲がり等がない場合の送水圧力はスロットルを全開にしても

ポンプ圧力は０．１～０．３Ｍｐa程度しか上昇しない。スロットル操作を誤り、

そのままの状態で放水が開始されると筒先圧力が１．０Ｍｐaを超える恐れがあり

重大な受傷危険要因となる。

(7) 収 納（経路については別図のとおり）

ア ホース収納

(ｱ) １番員（２番員）が管そうを背負い余裕ホースを延ばすことなくは

かま部を折り曲げたところまでとする。

(ｲ) 機関員は、第１（第２）放口の結合部をはずしホースを伸長しはか

ま部を折り曲げたところまでとする。

イ 吸管収納

吸管収納は行わない。ただし、小型動力ポンプの吸口覆管は３番員が

閉めるものとする。

(8) 解 散

ア 小型動力ポンプ

指揮者の「わかれ」の後、「そのまま左向け左、目標待機位置、駆け足

進め」により退場する。

イ 消防ポンプ車

指揮者の「わかれ」の後、「乗車」により指揮者乗車のうえ退場する。

※ 車両の退場は、そのまま前進して退場する。

(9) その他

ア 消防ポンプ車操法

(ｱ) 指揮者の「操作始め」の号令に基づき、４番員の「よし」でドアを

開放し、各隊員は行動を開始する。

※ 指揮者の「操作始め」の号令時点では、サイドブレーキは引いた
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状態とし、「操作始め」の号令後サイドブレーキを引く動作のみを行

う。

(ｲ) 真空ポンプクラッチを入れた状態にしておくことは認めない。

(ｳ) はしご搬送は行わない。

(ｴ) はしごが諸動作に支障となる場合、事前にはずしてもよいこととす

る。

(ｵ) 消防ポンプ車操法における放水中止は第１線（１番員）・第２線（２

番員）同時にノズルを閉鎖する。

(ｶ) ホースをサイドボックスに積載する車両については開放のみとし、

閉鎖は「納め」までの間に４番員が行う。

(ｷ) ホース・管そうの積載位置は、通常の場所とする。

イ 小型動力ポンプ操法

スロットルは、全閉状態で待機する。

スロットルに目印をつけることは禁止とする。

燃料コックは、定位から解散まで「開」のままとする。

小型動力ポンプについては、手動揚水とする。

ウ 共通事項

(ｱ) 車両形式、緒元性能、吸管の長短等、積載器具の差異による審査上

の配慮はしないものとする。

(ｲ) 出場順位の変更は、突発的な理由により出場順位の変更の申出があ

った場合に、団幹部の協議により決定する。

(ｳ) 吸管補助者は吸管投入後（着水した時点）、吸管ストレーナー部が浮

き上がらないように、押さえてもよいものとする。

なお、操法実施に関する他の補助動作は一切認めない。

(ｴ) 車輪止め・オイルパン・ホース収納に関する要員を各分団で決定し、

補助させるものとする。

(ｵ) 会場の関係上、余裕ホースが歩道・縁石に乗り上げるので、選手は

ホースに沿って走る場合でも、安全上、歩道・縁石には乗らないこと

とする。

なお、火点側の余裕ホース修正時は例外とし、またぎ越しを可とする。

９ 審査要領等

審査は東京都消防訓練所が定めた「消防団員教育訓練指導必携」によるも

のとし、「本実施要領」による。

(1) 訓練審査官

青梅消防署員ほか

(2) 審査の重点

審査は、指揮者の指揮要領、各隊員の操作要領及び行動の全般において、

次の事項を重点に審査する。

ア 士気、規律の状況
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イ 迅速な行動

ウ 確実な操作

エ 消防用機械、器具の取扱技術とその愛護

オ 安全管理

(2) 審査範囲

審査の範囲は、「操法開始」の合図から、指揮者が終了報告し、隊員が指

揮者の「わかれ」の号令により一斉に指揮者に正対し「挙手注目」の敬礼

を行い、元に復するまでとする。

(3) 基準タイム

小型動力ポンプ ５５秒

消防ポンプ車 第一線 ６０秒

第二線 ６５秒

(4) 計時方法

ア 小型動力ポンプ

指揮者の「操作始め」の号令による、３番員の「よし」の合図から「し」

から標的が倒れるまでを計時する。

イ 消防ポンプ車

第一線の計時は、「操作始め」の号令による４番員の「よし」の合図の

「し」から標的が倒れるまでを計時する。

第二線は、指揮者の「第２線延長始め」の号令による 1 番員の「第二

線延長始め」の復唱の「め」から標的が倒れるまでを計時する。

ウ 所要時間に対する配点

基準タイムを超えた場合は、１秒につき２点を減点する。（小数点以下

の計時は四捨五入する）

なお、基準タイムより早い場合でも、加点は行わない。

(5) 採点の方法

ア 減点加算方式とする。

イ 総合審査

審査の重点に基づき、不確実な事項等について減点する。

ウ 番員別審査

「消防団員教育訓練必携」に基づき、不確実な事項等について減点する。

エ ポンプの諸元性能・機械器具の違いによる審査上の配慮は行わない。

(6) 順位の決定

ア 総減点の少ない隊を優位とする。

イ 同点の場合

(ｱ) アの減点数が同じ場合は、「総合審査と番員別審査」の減点数の合計

が少ない隊を優位とする。
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(ｲ) 前(ｱ)の減点数が同じ場合は、「総合審査」の減点数の少ない隊を優

位とする。

(ｳ) 前(ｲ)の減点数が同じ場合は、指揮者の「動作・行動の部」の減点数

の少ない隊を優位とする。

(ｴ) 前(ｳ)の減点数が同じ場合は、｢タイムの部｣の実測時間（２名の計時

審査員の平均値１００分の１秒）の早い隊を優位とする。

ウ 総合順位

消防ポンプ車の部、小型動力ポンプの部それぞれの平均得点を算出し、

対比し、負の方の出場隊に平均得点の差を加算する。

次に、各分団ごとに出場隊の合計得点を出場隊数で除算し、算出された

得点によって順位を決定する。

(7) 注意事項

ア 操法員が、審査員等と接触し、転倒又は器具の落下等により不具合が

生じた場合においても操法を継続するものとする。

なお、審査についても継続し、この場合の審査上の優劣は認めない。

イ 円滑な進行を妨げる行動は審査対象としてとらえる。

ウ 操法員及び操法員関係者は、操法開始前に操法会場に立ち入れない。

(8) 失格

以下の場合は、審査官の判断で失格とすることが出来る。

ア 操法実施中、隊員又は機械器具に不測の事態が発生し、操法の続行

が不可能と認められた場合。

イ 「青梅市消防団ポンプ操作訓練審査会実施要領」に違反があった場

合。

(9) その他

審査に対する異議の申し立て及び苦情等については、一切受け付けない。
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収納係員の収納時期について

１ 小型動力ポンプ操法

(1) 小型動力ポンプの吸管収納係員は吸管補助員１人を含め３人とし、３番

員のエンジン停止の呼称後、ポンプのエンジンが完全に停止してから吸管収

納を開始する。

(2) 小型動力ポンプの延長ホース収納係員は１５人とし、３番員が服装点検

にはいってから収納を開始する。

２ 消防ポンプ車操法

(1) 消防ポンプ車の吸管収納係員は吸管補助員を含め４人以内とし、指揮者

の「収め」の合図の後、吸管収納を開始する。

(2) 消防ポンプ車の延長ホース収納係員は３０人（１線１５人）とし、４番

員が服装点検にはいってから収納を開始する。

３ その他

(1) ホース収納の合図は、各部担当者が笛により行う。

(2) ホースは、別図のホース収納位置まで移動させ収納する。

(3) 吸管収納は、水がこぼれて次の操法に影響を及ぼさないよう配慮する。
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青梅市消防団ポンプ操法訓練審査会における表彰の内容

総 合 の 部 消防ポンプ車の部 小型動力ポンプの部

第 1位

市長賞状・杯

団長賞状・盾・竿頭綬

訓練所長賞状・杯・盾

市長団長賞状・杯

消防署長賞状・杯

メダル（５個）

市長団長賞状・杯

消防署長賞状・杯

メダル（４個）

第 2位

議長賞状・杯

団長賞状・盾・竿頭綬

訓練所長賞状

市長団長賞状・杯

消防署長賞状

市長団長賞状・杯

消防署長賞状

第 3位

まとい会長賞状・杯

団長賞状・盾・竿頭綬

訓練所長賞状

市長団長賞状・杯

消防署長賞状

市長団長賞状・杯

消防署長賞状

第 4位
団長賞状

防火防災協会長杯

団長賞状

防火防災協会長杯

別 紙
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資 料
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１　消防ポンプ車の部
回数 年度 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
第1回 昭和38 １―３ ４―４ ３―１
第2回 39 １―３ ３―６ ４―４ ５―１ ４―６ ４―１
第3回 40 ４―１ ２―３ ５―１ １―３ ４―４ ７―２
第4回 41 ４―６ ４―４ ４―１ ２―３ ２―５ ５―１
第5回 42 ４―６ ４―１ ５―１ ５―２ ２―３ ６―２
第6回 43 ４―４ ４―６ ５―１ ４―１ ５―２ ２―６
第7回 44 ４―６ ５―３ ２―６ ６―２ ４―１ ３―１
第8回 45 ３―１ ２―３ ２―６ ４―４ ４―６ ５―３
第9回 46 ２―６ ４―４ ２―３ ４―１ ２―５ ５―３
第10回 47 ２―６ ４―４ ２―５ ２―３ ３―１ ３―６
第11回 48 １―１ ４―６ ５―１ ２―６ １―３ ３―１
第12回 49 ４―１ ４―４ ２―５ ４―６ ５―１ ５―３
第13回 50 ３―６ ５―１ ４―４ ３―１ ２―６ １―１
第14回 51 ３―１ ７―２ ５―１ ４―６ ４―４ ５―２
第15回 52 ３―６ ３―１ ５―１ ２―６ ４―６ １―１
第16回 53 ７―２ ３―６ ２―６ ３―４ １―１ ４―６
第17回 54 ７―２ ４―６ ３―６ ３―１ １―３ ４―４
第18回 55 ２―６ ４―１ ３―１ ３―４ ５―３ ６―２
第19回 56 ４―６ ３―１ ３―４ ５―３ ２―５ ８―１
第20回 57 ４―４ ５―１ ４―６ ４―１ ３―４ ７―２
第21回 58 ７―２ ３―４ ４―４ ４―６ ３―１ ４―１
第22回 59 ７―２ ３―４ ８―１ ６―２ ４―６ １―１
第23回 60 ８―１ ４―６ ３―１ ２―５ ２―６ ７―２
第24回 61 ２―６ ４―６ ４―１ ３―１ ７―２ ６―２
第25回 62 ８―１ ７―１ ２―３ ４―１ １―１ ４―４
第26回 63 ２―６ ４―１ ８―１ ４―６ ３―４ ４―４
第27回 平成元 ８―１ ７―２ ３―１ ３―４ ４―４ ４―１
第28回 2 ７―２ ３―１ ３―４ ４―６ ７―１ ８―１
第29回 3 ３―１ ７―１ １―３ ４―４ ２―５ ４―６
第30回 4 ２―１ ４―６ １―３ ４―４ ５―１ ３―１
第31回 6 ４―６ ６―３ ２―６ ３―１ ５―１ ２―５
第32回 8 ３―１ １―１ ２―６ ８―１ ３―４ ７―１
第33回 10 ４―６ ２―３ ３―１ ４―４ ５―３ ７―２
第34回 12 ２―６ ６―２ ６―３ １―１ ８―１ ４―６
第35回 14 ３―１ ４―６ ５―３ ８―１ ４―１ １―３
第36回 16 ５―３ ２―６ ３―１ １―１ ３―４ ４―１
第37回 18 ４―４ ４―６ ４―１ ８―１ ５―１ ２―３
第38回 20 ２―３ ７―２ ５―２ ４―１ ５―３ ２―６
第39回 22 ２―３ ４―１ ８―１ ３―１ １―１ ５―３
第40回 24 ４―１ ３―４ ４―４ ８―１ ７―２ ５―２
第41回 26 ２―６ １―１ ４―１ ２―３ ３―４ ３―１
第42回 28 ４―１ ７―２ ２―５ ６―３ ２―３ ２―１
第43回 30 ３―１ ４―４ ２―５ ４―１ ３―４ ５―２
第44回 令和５ ２ １ ６ ８
第45回 令和７

年　度　別　成　績
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２　小型動力ポンプ（可搬式ポンプ）の部
回数 年度 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
第1回 昭和38 ７―３ ４―２ ４―５
第2回 39 ３―２ １―５ １―２ ３―４ ４―２ ４―５
第3回 40 ４―３ １―４ ７-３-１ ７―４ ７-３-２ ３―２
第4回 41 ３―２ ５―１ １―４ １―１ ３―５ ４―５
第5回 42 １―４ １―１ ４―２ ４―３ ７-３-２ ５―１
第6回 43 １―１ ５-４-２ ４―５ ５-４-１ ７―１ ７―４
第7回 44 １―１ ４―３ ５―１ １―２ ７―４ ３―５
第8回 45 １―２ ４―５ ４―３ ５―１ １―１ ３―４
第9回 46 ４―３ ４―２ ４―５ １―５ ５―１ ３―５
第10回 47 ３―４ １―２ ３―２ １―４ １―１ ２―１
第11回 48 ３―２ ４―２ １―２ １―４ ３―４ ３―５
第12回 49 ３―５ １―４ ３―４ ４―２ ５―１ １―２
第13回 50 ３―２ ４―５ ３―５ １―４ ５―３ ４―３
第14回 51 ３―５ ４―５ ３―３ ３―２ ４―２ ３―４
第15回 52 ３―５ ７―１ ２―１ ５―３ ３―３ ７-３-２
第16回 53 ３―５ ３―３ ７-３-１ ５―４ ７―４ ７―１
第17回 54 ３―３ ６-３-１ ３―５ ６-３-２ １―２ ３―２
第18回 55 ８―３ ５―４ ７―４ １―５ ８―２ ５―１
第19回 56 ８―３ ８―２ ８―４ ５―１ １―４ ５―４
第20回 57 ８―３ ５―４ ８―４ ２―２ ５―２ ６―４
第21回 58 ３―３ ８―３ ２―２ ６―４ ８―２ ５―２
第22回 59 ８―３ ６―４ ５―４ ２―２ ７―４ ２―４
第23回 60 ７―４ １―２ ５―２ ５―４ ６―４ ８―２
第24回 61 ８―４ ４―２ ８―３ １―４ ３―２ ３―３
第25回 62 ３―２ ８―４ １―４ ３―３ ２―４ ４―３
第26回 63 ８―４ ４―３ ８―２ １―２ １―４ ８―３
第27回  平成元 ６―４ ２―４ ５―４ ８―２ ４―３ ３―２
第28回 2 ８―３ ８―４ ３―３ ５―３ ５―４ ４―２
第29回 3 ８―３ １―４ ８―４ ４―５ ２―２ ３―３
第30回 4 ８―２ ５―４ ２―２ ８―４ ２―４ ８―３
第31回 6 ５―４ ５―３ ８―４ ８―２ ２―２ １―５
第32回 8 ８―３ ８―４ ５―１ １―５ ６―１ ４―２
第33回 10 ８―２ ２―２ ４―３ ３―２ １―５ ８―３
第34回 12 ８―４ ３―２ ６―４ ８―２ ５―３ ３―３
第35回 14 ３―３ ５―１ ８―４ ５―４ ８―２ ６―４
第36回 16 ８―２ ３―２ ５―４ １―４ １―２ ８―３
第37回 18 ８―２ ５―３ ８―４ ８―３ ５―４ ２―４
第38回 20 ８―２ ５―１ ４―３ ４―５ ８―３ ４―２
第39回 22 ８―３ ５―４ ８―２ ７―４ ４―３ ２―２
第40回 24 ５―３ ２―４ ８―４ ４―３ ８―３ ８―２
第41回 26 ２―２ １―５ ８―３ ３―３ ５―４ ２―４
第42回 28 １―５ ４―５ ８―４ ８―３ ３―３ ４―３
第43回 30 ２―４ ８―３ ５―３ ３―３ ４―３ ５―４
第44回 令和５ ８ ５ ４ １
第45回 令和７
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３  総合の部
回数 年度 １位 ２位 ３位
第1回 昭和 38 1
第2回 39 1 7 4
第3回 40 4 7 1
第4回 41 4 1 7
第5回 42 4 1 7
第6回 43 4 5 1
第7回 44 4 5 6
第8回 45 3 1 2
第9回 46 4 6 5
第10回 47 2 3 4
第11回 48 1 3 4
第12回 49 4 1 3
第13回 50 3 4 5
第14回 51 3 7 4
第15回 52 3 7 5
第16回 53 3 7 1
第17回 54 3 7 6
第18回 55 8 3 5
第19回 56 8 3 5
第20回 57 8 4 5
第21回 58 8 3 1
第22回 59 8 5 7
第23回 60 3 8 7
第24回 61 3 8 4
第25回 62 8 2 3
第26回 63 8 4 3
第27回 平成 元 3 8 4
第28回 2 3 8 7
第29回 3 3 8 4
第30回 4 5 8 4
第31回 6 3 5 8
第32回 8 8 1 5
第33回 10 4 8 3
第34回 12 6 8 3
第35回 14 4 3 7
第36回 16 5 3 8
第37回 18 8 4 5
第38回 20 5 4 8
第39回 22 8 5 2
第40回 24 3 8 4
第41回 26 2 8 5
第42回 28 4 2 7
第43回 30 3 2 8
第44回 令和 ５ 2 1 8
第45回 令和 ７
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市 民 憲 章

小鳥が遊ぶ 緑深い野山
・・

清流が岩をかみ まちをつらぬく

澄みきった空 黒い豊かな大地

遠い祖先からうけついだ
・・

歴史と文化がいきづくまち

それが わたしたちの青梅

そこに住む 市民みんなのしあわせと

活気にみちた郷土をきずくために

・・
１ 木や花をたいせつにし 美しいまちをつくろう

２ ともに学びあい 心やからだをきたえよう

３ 明るい家庭をつくり 若い力を育てよう

４ よく働き 豊かなくらしをともにしよう
・・

５ 協力し助けあい 住みよいまちにしよう

市 民 歌

⑴ 御岳のみどり さわやかに ⑶ 青葉をうつす 多摩の水

ほほえむ朝に 窓あけて もえたつ秋の 山もみじ

ひかりを呼べば きょうもまた 四季のおりおりに 観光の

青梅に生きる よろこびが 青梅の誇り 限りなく

胸いっぱいに あふれくる 明るい力 みちわたる

⑵ 昔を伝え いまもなお ⑷ あす咲く花も 清らかに

調べはずむ おさ（筬）の音 かおれよみのれ 自治のさと

新たにおこす 産業に ゆくては楽し はつらつろ

青梅の夢は はてしなく 青梅を築く ものわれら

希望はまちに もりあがる こころに幸が わきあがる


